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の別
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（シラバスから）
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60%

40%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 101 名
定期試験
受験者数

86 名 合格者数 56 名 合格率 65%

計
 

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

建築・デザイン学科

圧縮力及び軸方向力を受ける部材の断面設計方法については概ね達成できたと思われる。

必修科目（建築工学コース）／必修科目（建築コース）／―（デザインコース）

奥野　賢二

・鋼の応力度－ひずみ度関係を通じて、鋼の降伏や強度を理解し基本的な許容応力度設計ができる。
・想定した荷重により、その設計方針や安全性を評価した計算ができる。
・座屈現象の概念から、基本的な圧縮材の座屈荷重の計算ができる。
・接合部や部材の個別設計ができる。

　９月１８日　第　１回：ガイダンス
　９月２５日　第　２回：鋼材の性質
１０月　２日　第　３回：引張力を受ける部材の設計
１０月　９日　第　４回：圧縮力を受ける部材の設計－１
１０月１６日　第　５回：圧縮力を受ける部材の設計－２
１０月２３日　第　６回：圧縮力を受ける部材の設計－３
１０月３０日　第　７回：曲げを受ける部材の設計－１
１１月　６日　第　８回：曲げを受ける部材の設計－２
１１月１３日　第　９回：曲げを受ける部材の設計－３
１１月２０日　第１０回：曲げと軸力を受ける部材の設計－１
１１月２７日　第１１回：曲げと軸力を受ける部材の設計－２
１２月　４日　第１２回：曲げ材の設計
１２月１１日　第１３回：圧縮材の設計
１２月１８日　第１４回：接合部及び継手
　１月１５日　第１５回：まとめ
　１月２２日　第１６回：定期試験（１２０分）
　　　　注：試験範囲は第１回から前回までの授業総てとする。

実技

来年度も復習を兼ねて演習問題の解説を行う事が必要である。特に、鋼構造の基礎となる座屈に関する理解を深
めたいと思っている。

毎年のことであるが授業内容が難しいとの意見があるが、建築構造に関して最低条件の知識を習得するための授
業を行っている。

2014年度　後期 リフレクションペーパー

基礎的な力学に対する理解が不足していると思われる、特に力の釣合い条件及び力と変形に関する説明を行う必
要がある。
長期及び短期荷重に対する理解を徹底する必要がある。

鋼構造及び演習

専門科目

部外評価
プレゼンテーション
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